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１
．
職
員
の
任
免
及
び

　
　
職
員
数
に
関
す
る
状
況

　
・
採
用
者
　
2
人

　
・
退
職
者
　
3
人

　
・
職
員
数
　
41
人
（
年
度
末
時
点
）

２
．
職
員
の
人
事
評
価
の
状
況

　
　
評
価
の
回
数
　
　
２
回

　
　
評
価
の
時
期
　
　
９
月
・
２
月

３
．
職
員
の
給
与
の
状
況

　
　
8
月
号
の
広
報
う
ま
じ
に
掲
載
し
て
い

ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

４
．
職
員
の
勤
務
時
間

　
　
そ
の
他
の
勤
務
条
件
の
状
況

　
○
勤
務
条
件
の
状
況

休
憩
時
間
を
除
き
、
4
週
間
を
超
え

な
い
期
間
に
つ
き
、
1
週
間
あ
た
り

38
時
間
45
分

　
・
始
業
時
間
　
８
時
30
分

　
・
終
業
時
間
　
17
時
15
分

　
＊
特
殊
性
の
あ
る
職
務
に
つい
て
は
別
途

　
　
勤
務
時
間
を
定
め
て
い
ま
す
。

５
．
職
員
の
休
業
に
関
す
る
状
況

　
（
令
和
6
年
中
）
※
出
向
職
員
は
除
く

　
・
年
次
有
給
休
暇
の
取
得
状
況38

・
5
日

付
与
日
数

取
得
日
数

取
得
率

1
5
7
7
日

12
・
6
日

492
日

31
・
4
％

全
　
員

一
人
当
た
り

令
和
6
年
度

　
馬
路
村
人
事
行
政

　
　
　
　
運
営
状
況

　
・
病
気
休
暇
の
取
得
状
況

　
　
　
　
　
　
　
取
得
人
数
　
13
人

　
　
　
　
　
　
　
取
得
日
数
　
155
日

６
．
職
員
の
分
限
及
び
懲
戒
処
分
の

状
況

休
職
　
　
　
1
人

減
給
　
　
　
0
人

７
．
職
員
の
服
務
の
状
況

　
・
育
児
休
業
及
び
介
護
休
暇
取
得
者

　
 

4
人

　
・
職
務
専
念
義
務
免
除
の
状
況

 

０
人

８
．
職
員
の
福
祉
及
び
利
益
の
保
護

の
状
況

　
○
健
康
診
断
及
び
人
間
ド
ッ
ク
の
実
施

　
　
（
会
計
年
度
任
用
職
員
を
含
む
）

　
・
健
康
診
断
受
診
者
数
 

28
人

　
・
人
間
ド
ッ
ク
受
診
者
数
 
36
人

９
．
研
修
の
状
況

　
（
こ
う
ち
人
づ
く
り
広
域
連
合
で

の
研
修
）

　
・
能
力
向
上
 

16
人

10
．
互
助
会
※
に
対
す
る

　
　
　
公
費
負
担
状
況
に
つ
い
て

　
○
互
助
会
に
対
す
る
公
費
負
担
額

 

9
5
8
，
6
5
0
円

　
○
会
員
一
人
当
た
り
の
公
費
の
補

助
金
額
 

2
0
，
3
9
7
円

　
※
互
助
会
と
は
県
内
の
市
町
村
等

を
構
成
団
体
と
し
て
、そ
れ
ぞ
れ

に
勤
務
す
る
職
員
の
福
利
の
増
進

と
向
上
を
図
り
、地
方
自
治
の
振

興
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
設
立
さ
れ
た
財
団
法
人
で
す
。

　
黒
字
な
の
か
赤
字
な
の
か
を
判
断
す
る

指
標
で
す
。

　
普
通
会
計
（
一
般
会
計
と
診
療
所
特
別

会
計
）
の
歳
入
総
額
か
ら
歳
出
総
額
を
差

し
引
い
た
額
の
標
準
財
政
規
模
に
対
す
る

割
合
の
こ
と
で
す
。

　
比
率
が
プ
ラ
ス
数
字
の
場
合
は
赤
字
、

マ
イ
ナ
ス
数
字
の
場
合
は
黒
字
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　
本
村
に
つ
い
て
は
、
マ
イ
ナ
ス
7
・

55
％
で
、
8
3
，
3
5
9
千
円
の
黒
字
と

な
っ
て
い
ま
す
。

○
実
質
赤
字
比
率

　
地
方
債
現
在
高
（
借
金
の
総
額
）
、

中
芸
広
域
連
合
等
の
一
部
事
務
組
合
に

お
け
る
地
方
債
の
償
還
に
充
て
る
負
担

金
見
込
額
、
職
員
の
退
職
金
予
定
額
等
、

一
般
会
計
等
が
将
来
負
担
す
べ
き
実
質

的
な
負
債
の
標
準
財
政
規
模
に
対
す
る

比
率
で
す
。

　
本
村
に
つ
い
て
は
、
マ
イ
ナ
ス

1
4
2
・
3
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
本
村
は
、
標
準
財
政
規
模
を
超
え
る

基
金
（
預
貯
金
）
を
持
っ
て
い
る
た
め
、

将
来
負
担
す
べ
き
負
債
を
基
金
で
全
て

賄
え
る
こ
と
を
示
し
ま
す
。

○
将
来
負
担
比
率

　
特
別
会
計
を
合
わ
せ
て
黒
字
な
の
か

赤
字
な
の
か
を
判
断
す
る
指
標
で
す
。

　
普
通
会
計
だ
け
で
な
く
、
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
、
簡
易
水
道
特
別
会
計
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
特
別
会
計
、
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
、
小
水
力
発
電
特
別

会
計
の
歳
入
総
額
か
ら
歳
出
総
額
を
差

し
引
い
た
額
の
標
準
財
政
規
模
に
対
す

る
割
合
で
す
。

　
本
村
に
つ
い
て
は
、
マ
イ
ナ
ス
8
・

08
％
で
、
8
9
，
2
4
2
千
円
の
黒
字

と
な
っ
て
い
ま
す
。

○
連
結
実
質
赤
字
比
率

　
公
債
費
（
村
の
借
金
の
返
済
額
）
の

標
準
財
政
規
模
に
対
す
る
割
合
の
3
か

年
平
均
で
す
。

　
18
％
を
超
え
る
と
、
財
政
面
で
歳
出

が
返
済
金
に
圧
迫
さ
れ
危
険
な
状
態
で

あ
る
と
判
断
し
て
い
ま
す
。

　
本
村
に
つ
い
て
は
、
9
・
1
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。

○
実
質
公
債
費
比
率

令
和
6
年
度

自
治
体
財
政
健
全
化
法
に

　
　
　
　
　
基
づ
く
４
つ
の
指
標
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9
月
定
例
会

　令和７年９月定例会は、９月２日から５日までの４日間の会期で開催された。
　２日は、諸般の報告に続いて、財政健全化判断比率及び資金不足比率の報告、
専決処分の承認議案の審議、採決後、令和６年度決算の認定議案７件及び補正予
算などの８議案の提案説明が行われた。
　３日は議案精査のため休会。
　４日は２氏が一般質問を行った後、議案の審議、採決が行われ、令和６年度各会
計決算の認定や令和７年度一般会計補正予算等の８議案を可決し、会期を１日繰り
上げて閉会した。

令和7年 第４回  定例会で議決された議案などの賛否一覧表　　○：賛成　×：反対　欠：欠席　—：議長

岡
田
元
生

枦
山
民
夫

山
中　

隆

皆
津
由
理

吉
松
正
博

岩
城
勝
則

小
松　

博

五
味
隆
仁

結
果

報告第１号 令和６年度馬路村の財政健全化判断比率及び資金不足比率の報告について 　 報
告

承認議案第1号 専決処分の承認を求めることについて（令和７年度馬路村診療所
特別会計補正予算（第２号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 承

認

認定議案第1号 令和６年度馬路村一般会計歳入歳出決算の認定について × ○ ○ ○ ○ × ○ ― 認
定

認定議案第2号 令和６年度馬路村国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 認
定

認定議案第3号 令和６年度馬路村簡易水道特別会計歳入歳出決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 認
定

認定議案第4号 令和６年度馬路村診療所特別会計歳入歳出決算の認定について × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 認
定

認定議案第5号 令和６年度馬路村介護サービス特別会計歳入歳出決算の認定について × ○ ○ ○ ○ × ○ ― 認
定

認定議案第6号 令和６年度馬路村後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 認
定

認定議案第7号 令和６年度馬路村小水力発電特別会計歳入歳出決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 認
定

議案第１号 職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 可
決

議案第２号 職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 可
決

議案第３号 辺地に係る総合整備計画の変更について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 可
決

議案第４号 令和７年度馬路村一般会計補正予算（第２号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 可
決

議案第５号 令和７年度馬路村国民健康保険特別会計補正予算（第１号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 可
決

議案第６号 令和７年度馬路村介護サービス特別会計補正予算（第１号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 可
決

議案第７号 令和７年度馬路村後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 可
決

議案第８号 令和７年度馬路村小水力発電特別会計補正予算（第１号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 可
決

第182号

編集・発行
馬路村議会
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一
般
質
問
に
は
、
2
氏
が
立

ち
、
次
の
と
お
り
質
問
を
行った
。

（
質
問
趣
旨
、
執
行
部
答
弁
要
旨
）

道
路
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

問　
県
道
安
田
東
洋
線
は
、
安

芸
土
木
事
務
所
に
よ
り
カ
ー
ブ

ミ
ラ
ー
や
側
溝
の
整
備
が
さ
れ

て
お
り
、
今
年
は
道
路
の
拡
幅

工
事
の
た
め
、
村
道
平
野
線
が

迂
回
路
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
な
が
ら
村
道
平
野

線
は
、
道
路
両
側
の
か
ん
木
や

路
面
の
悪
化
に
よ
り
、
大
型
車

の
通
行
に
支
障
が
生
じ
て
い
る
。

　

ま
た
、
景
観
上
も
効
果
的
な

里
山
等
の
整
備
も
望
む
が
、
村

の
対
応
方
針
を
問
う
。

答
　（
村
長
）

　

現
在
、
県
道
安
田
東
洋
線
で

は
、
馬
路
地
区
内
原
付
近
に
お

い
て
道
路
拡
幅
工
事
が
、
令
和

７
年
11
月
中
旬
ま
で
を
め
ど
に

施
工
さ
れ
て
お
り
、
通
行
時
間

制
限
が
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
た

め
、
対
岸
の
村
道
平
野
線
は
交

通
量
の
増
加
や
大
型
車
両
の
通

行
に
伴
い
、
路
面
悪
化
や
道
路

両
側
の
雑
木
等
に
よ
る
状
況
が

生
じ
て
い
る
。
村
道
平
野
線
の

舗
装
改
良
に
つい
て
は
、
当
初
予

算
で
１
千
万
円
を
計
上
し
て
お

り
、
県
道
の
工
事
と
工
期
を
調

整
し
て
発
注
す
る
計
画
で
あ
る
。

　

ま
た
、
平
野
線
以
外
の
村
道

の
維
持
管
理
を
含
み
、
通
行
の

妨
げ
と
な
る
除
草
や
高
刈
り
対

策
に
要
す
る
予
算
２
百
万
円

を
、
本
９
月
定
例
会
に
計
上
し

て
い
る
。
緊
急
性
や
危
険
度
な

ど
に
考
慮
し
、
村
民
生
活
へ
の

影
響
が
最
小
限
に
な
る
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

　

そ
し
て
、
令
和
２
年
度
か
ら

道
路
や
送
電
線
等
の
重
要
イ
ン

フ
ラ
周
辺
の
森
林
に
つ
い
て

も
、
倒
木
等
に
よ
る
災
害
も
未

然
に
防
ぐ
こ
と
を
目
的
に
、
里

山
整
備
事
業
を
実
施
し
て
い

る
。
本
年
度
は
、
人
家
周
辺
等

を
優
先
的
に
実
施
す
る
こ
と
を

計
画
し
て
い
る
が
、
村
道
等
に

つ
い
て
も
各
地
区
か
ら
の
要
望

に
柔
軟
な
対
応
を
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
化
に
向
け
た
取

組
に
つ
い
て

問　
地
球
温
暖
化
に
伴
う
環
境

問
題
へ
の
意
識
が
高
ま
る
中
、

水
銀
に
よ
る
健
康
被
害
や
環
境

汚
染
を
防
ぐ
た
め
、「
水
銀
に

関
す
る
水
俣
条
約
」
が
締
結
さ

れ
、
日
本
に
お
い
て
も
令
和
９

年
12
月
ま
で
に
、
一
般
照
明
の

直
管
・
非
直
管
蛍
光
ラ
ン
プ
の

製
造
・
輸
出
入
が
禁
止
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
本
村
に

お
け
る
公
共
施
設
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照

明
導
入
の
進
捗
状
況
と
今
後
の

導
入
に
向
け
て
、
ど
う
取
り
組

む
の
か
問
う
。

　

ま
た
、
事
業
所
や
一
般
家
庭

の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
へ
の
切
り
替
え

に
対
す
る
村
補
助
金
の
新
設
を

検
討
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

答
（
村
長
）

　
「
水
銀
に
関
す
る
水
俣
条
約
」

は
平
成
25
年
10
月
に
熊
本
県
で

開
催
さ
れ
た
外
交
会
議
で
、
採

択
・
署
名
が
行
わ
れ
、
平
成
29

年
８
月
16
日
に
発
効
さ
れ
た
条

約
で
、
環
境
省
が
所
管
し
て
い

る
。

　

そ
し
て
、
水
銀
に
関
す
る
水

俣
条
約
の
的
確
か
つ
円
滑
な
実

施
と
水
銀
に
よ
る
環
境
汚
染
防

止
に
向
け
、
特
定
の
水
銀
使
用

製
品
の
製
造
や
製
造
工
程
に
お

け
る
水
銀
な
ど
の
使
用
、
水
銀

等
の
貯
蔵
、
再
資
源
管
理
等
に

所
要
の
措
置
を
講
ず
る
た
め

に
、「
水
銀
に
よ
る
環
境
の
汚

染
の
防
止
に
関
す
る
法
律
（
平

成
27
年
法
律
第
42
号
）」
が
制

定
さ
れ
、
条
約
の
締
結
日
か
ら

施
行
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
法
律
に
よ
り
市
町
村
に

お
い
て
は
、
廃
棄
さ
れ
た
水
銀

使
用
製
品
を
適
正
に
回
収
す
る

措
置
を
講
じ
る
努
力
義
務
が
定

め
ら
れ
、
国
に
お
い
て
は
、
そ

の
技
術
的
助
言
や
必
要
な
措
置

に
努
め
る
よ
う
定
め
ら
れ
て
い

る
。
そ
の
た
め
、
本
村
に
お
い

て
も
蛍
光
灯
な
ど
の
有
害
物
の

回
収
を
す
る
た
め
、
毎
月
第
１

火
曜
日
に
収
集
日
を
設
け
る
と

と
も
に
、
馬
路
村
役
場
や
役
場

魚
梁
瀬
支
所
に
お
い
て
は
、
い

つ
で
も
廃
棄
が
で
き
る
よ
う
収

集
場
所
を
設
け
て
対
応
し
て
い

る
。

　

あ
わ
せ
て
、日
本
政
府
で
は
、

こ
の
法
律
の
施
行
に
よ
っ
て
、

一
般
用
照
明
の
蛍
光
ラ
ン
プ
に

つ
い
て
、
そ
の
種
類
に
応
じ
た

段
階
的
な
製
造
と
輸
出
入
を
禁

止
す
る
こ
と
を
決
定
し
て
い

る
。
具
体
的
に
は
、
電
球
型
蛍

光
ラ
ン
プ
は
令
和
８
年
１
月
１

日
か
ら
、
コ
ン
パ
ク
ト
型
蛍
光

ラ
ン
プ
は
令
和
９
年
１
月
１
日

か
ら
な
ど
で
、
令
和
10
年
１
月

１
日
か
ら
は
一
般
用
照
明
の
蛍

光
ラ
ン
プ
の
製
造
と
輸
出
入
が

全
面
的
に
禁
止
と
な
り
、
店
舗

等
で
の
入
手
が
困
難
と
な
る
。

　

本
村
の
状
況
は
、
学
校
等
の

施
設
を
除
き
、
馬
路
村
役
場
本

庁
等
の
公
共
施
設
に
お
け
る
Ｌ

Ｅ
Ｄ
照
明
へ
の
切
り
替
え
に
つ

い
て
は
、
お
お
む
ね
完
了
し
て

お
り
、
蛍
光
灯
が
寿
命
の
タ
イ

ミ
ン
グ
で
切
り
替
え
る
な
ど
、

順
次
完
了
で
き
る
も
の
と
認
識

し
て
い
る
。
一
方
で
、
村
内
の

事
業
所
や
一
般
家
庭
の
状
況
に

つ
い
て
は
、
把
握
で
き
て
お
ら

ず
、
住
民
へ
の
周
知
・
啓
発
も

不
足
し
て
い
る
。
今
後
は
、
広

報
等
を
活
用
し
た
周
知
と
計
画

的
な
切
り
替
え
へ
の
啓
発
を
順

次
進
め
て
い
く
。
た
だ
し
、
令

和
10
年
１
月
か
ら
一
般
照
明
用

の
蛍
光
灯
が
、
直
ち
に
使
用
で

き
な
く
な
る
も
の
で
は
な
く
、

流
通
在
庫
の
販
売
や
購
入
、
使

用
す
る
こ
と
ま
で
禁
止
す
る
も

の
で
は
な
い
。
ご
家
庭
に
お
け

る
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
へ
の
切
り
替
え

に
つ
い
て
は
、
電
球
だ
け
を
交

換
で
き
る
場
合
や
、
器
具
か
ら

交
換
が
必
要
な
場
合
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
状
況
が
あ
る
。

　

現
時
点
で
は
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明

へ
の
切
り
替
え
に
対
す
る
補
助

事
業
の
創
設
は
考
え
て
い
な

い
。
ま
ず
は
電
気
店
や
電
気
工

事
店
に
相
談
の
上
、
対
応
を
考

え
て
い
た
だ
き
た
い
。

皆
津
由
理
　
議
員

一
般

質
問

小
松
博
　
議
員
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委
員
会
の
活
動
報
告   

村
づ
く
り
推
進
常
任
委
員
会

■
６
月
19
日

　

魚
梁
瀬
多
目
的
施
設
に
お
い

て
、「
魚
梁
瀬
地
区
の
取
組
と

諸
課
題
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ

に
現
地
調
査
を
行
い
、
５
人
の

方
々
と
現
状
や
課
題
等
に
つ
い

て
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
調
査
・
研
究
を
進

め
て
い
く
た
め
に
、
幅
広
く
意

見
を
伺
う
こ
と
と
し
た
。

■
８
月
４
日

　

令
和
７
年
６
月
19
日
に
実
施

し
た
、
魚
梁
瀬
地
区
の
現
地
調

査
に
つ
い
て
の
報
告
並
び
に
、

今
後
の
調
査
方
法
等
を
協
議
し

た
。

　

さ
ら
に
、
多
く
の
意
見
を
求

め
、
地
域
の
在
り
方
な
ど
を
調

査
・
研
究
し
て
い
く
こ
と
と
し

た
。道

路
整
備
促
進
特
別
委
員
会

■
７
月
９
日

　

本
村
に
関
係
す
る
県
道
の
道

路
整
備
を
促
進
す
る
た
め
、
県

道
安
田
東
洋
線
、
県
道
魚
梁
瀬

公
園
線
の
道
路
状
況
の
問
題
点

や
改
善
点
等
に
つ
い
て
協
議

し
、
同
日
、
安
芸
土
木
事
務
所

と
の
情
報
交
換
を
行
っ
た
。

　

安
芸
土
木
事
務
所
か
ら
は
、

本
村
に
係
る
令
和
７
年
度
の
予

算
状
況
及
び
実
施
予
定
を
含
む

事
業
の
概
要
と
し
て
、
路
側
、

法
面
等
の
道
路
改
良
工
事
、
落

石
対
策
工
事
、
橋
梁
・
ト
ン
ネ

ル
修
繕
工
事
等
の
説
明
を
受
け

た
。
ま
た
、
建
設
業
の
担
い
手

確
保
や
生
産
性
の
向
上
、
地
域

に
お
け
る
対
応
力
を
強
化
し
て

い
く
た
め
に
、
週
休
２
日
制
対

象
工
事
の
拡
大
や
施
工
時
期
の

平
準
化
に
向
け
、
全
国
統
一
指

標
と
す
る
取
組
に
つ
い
て
報
告

を
受
け
た
。

　

本
委
員
会
か
ら
は
、
道
路
整

備
の
必
要
性
、
支
障
枝
等
の
刈

り
払
い
や
路
面
整
備
に
つ
い

て
、
現
場
の
写
真
を
添
え
て
要

望
を
行
い
、
安
芸
土
木
事
務
所

か
ら
具
体
的
な
施
工
方
針
や
対

応
に
つ
い
て
回
答
が
な
さ
れ

た
。　
　

議
会
運
営
委
員
会

■
８
月
29
日

　

令
和
７
年
第
４
回
定
例
会
の

日
程
、
議
案
に
つ
い
て
協
議
し

た
。

　●会議等への出欠状況　　　　 ○：出席　×：欠席
岡
田
元
生

枦
山
民
夫

山
中　

隆

皆
津
由
理

吉
松
正
博

岩
城
勝
則

小
松　

博

五
味
隆
仁

３月 ４日 全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
３月 27 日 村づくり推進常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
４月 22 日 村づくり推進常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
６月 ６ 日 議会運営委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
６月 19 日 村づくり推進常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
７月 ２日 安芸郡町村議会議員等研修会 　（安田町） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

７月 ３日 主要地方道安田東洋・魚梁瀬公園線整備促進期成同盟会
令和７年度総会 　（安田町） × ○ ○ ○ ○ × ○ ○

７月 ９日
道路整備促進特別委員会 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○
安芸土木事務所・馬路村議会道路整備促進特別委員会
情報交換会　（安芸市） × ○ ○ ○ ○ × ○ ○

７月 16 日 馬路村と安芸森林管理署との行政懇談会 × ○ ○ ○ ○ × ○ ×
７月 22 日 議会広報研修　（高知市） × ○ × ○ × × ○ ×
７月 31 日 市町村議会議員研修　（高知市） × ○ × ○ ○ × ○ ○

８月 4 日
全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
村づくり推進常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

８月 29 日 議会運営委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議会を傍聴してみませんか
村民の皆さまの暮らしにかかわる施策など
が決められる大切な議会です。
皆様の傍聴をお待ちしております。

　 議会事務局　℡　（８） ４４−２３３７
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秋
晴
れ
の
9
月
14
日
、
12
府
県
か
ら

参
加
し
た
2
0
7
組
4
1
4
人
（
う

ち
村
内
14
組
28
人
）
の
お
し
ど
り
夫
婦

と
カ
ッ
プ
ル
が
村
内
を
駆
け
抜
け
ま
し

た
。

　
開
会
式
で
は
、
5
回
、
10
回
と
5
の

倍
数
で
連
続
出
場
の
ご
夫
婦
に
賞
状
と

記
念
品
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
午
前
10
時
、
選
手
は
馬
路
小
学
校

児
童
に
よ
る
鼓
笛
隊
の
演
奏
を
バ
ッ
ク

に
、
馬
路
温
泉
駐
車
場
を
ス
タ
ー
ト
し
、

村
の
景
色
と
空
気
を
楽
し
み
つつ
、
互
い

を
励
ま
し
合
い
な
が
ら
仲
良
く
手
を
つ

な
ぎ
ゴ
ー
ル
。
表
彰
式
で
は
、
1
位
で

ゴ
ー
ル
さ
れ
た
ご
夫
婦
へ
の
ス
ポ
ー
ツ
振

興
賞
や
、
特
別
賞
の
ご
っ
く
ん
賞
、
村

長
賞
、
馬
路
体
育
会
長
賞
な
ど
の
各
賞

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
本
大
会
は
、
二
人
が
手
を
つ
な
い
で
ゴ

ー
ル
す
る
ユ
ニ
ー
ク
さ
や
、
夫
婦
、
カ
ッ

プ
ル
が
気
軽
に
参
加
で
き
る
「
3
㎞
」

「
5
㎞
」
の
短
い
距
離
の
マ
ラ
ソ
ン
大
会

と
し
て
県
内
外
で
人
気
を
集
め
て
い
ま

す
。
選
手
か
ら
は
、「
沿
道
の
声
援
が

嬉
し
か
っ
た
」「
来
年
も
必
ず
出
場
し

ま
す
」
と
い
っ
た
声
を
多
数
い
た
だ
き

ま
し
た
。
本
大
会
の
開
催
に
あ
た
り
、

多
く
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

 馬路おしどりマラソン大会 馬路おしどりマラソン大会 馬路おしどりマラソン大会第４１回第４１回
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　高知工業高等専門学校の出前授業として開催しました。参加
した児童、生徒は、折り紙は折り重ねることによって、紙とは思
えない柔軟な素材を見せる不思議と魅力、折る作業には、いく
つかの法則があることなど、数学的な遊びを実感しました。

　安田川でも貴重な存在に
なったウナギの生態につい
て、河川生物の調査が専門
の高橋勇夫先生から、ウナ
ギの生態や適した生息環境
について学んだ後、実際村
の川にはどんな生き物が生
息しているのかのぞいてみ
ました。

　村内小学生を対象に植木鉢風りん作りを行いまし
た。本体が出来上がったら、素焼きの植木鉢と短冊に
イラストを描いて完成。みんな涼しい音
色を楽しんでいました。
　夏休みの宿題にすると喜ぶ児童も数
人いました。

植木鉢風りん作り ウナギの生態と川の調査探検

折り紙で学ぶ算数・数学

8/12

8/21

8/18

夏休み
体験教室

　
祭
り
は
、村
内
各
事
業
所

と
保
育
・
小
中
学
校
の
６
チ

ー
ム
、総
勢
98
人
に
よ
る
よ

さ
こ
い
鳴
子
踊
り
で
始
ま

り
、主
催
者
あ
い
さ
つ
や
、餅

投
げ
に
続
き
舞
台
演
芸
で

は
保
育
園
児
と
保
護
者
に

よ
る
竹
太
鼓
の
演
奏
、「
ツ
ー

ラ
イ
ス
」と
も
の
ま
ね
芸
人

「
ジ
ャ
ガ
ー
川
村
」さ
ん
に
よ

る
お
笑
い
シ
ョ
ー
は
、観
客
を

巻
き
込
み
、会
場
が
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、ス
ペ
シ
ャ
ル
ゲ
ス
ト

と
し
て
、馬
路
村
の
Ｃ
Ｍ
に

楽
曲
を
提
供
し
て
い
た
だ
い

た
ス
リ
ー
ピ
ー
ス
バ
ン
ド

C
h
i
m
o
t
h
y
↓（
チ

モ
シ
ー
）の
ギ
タ
ー
、ボ
ー
カ
ル

松
尾
あ
か
り
さ
ん
に
よ
る
、

弾
き
語
り
ラ
イ
ブ
が
行
わ

れ
、元
気
あ
ふ
れ
る
澄
ん
だ

歌
声
に
観
客
は
魅
了
さ
れ

ま
し
た
。

　
続
く
、ふ
る
さ
と
劇
団

「
杉
ぼ
っ
く
り
」に
よ
る
歌
謡

シ
ョ
ー
で
は
出
演
者
の
仮
装

ぶ
り
に
会
場
が
笑
い
に
包
ま

れ
て
い
ま
し
た
。

　
舞
台
演
芸
の
最
後
は
、

「
豆
電
球
」に
よ
る
ご
当
地
ソ

ン
グ
ラ
イ
ブ
。村
を
歌
っ
た
お

な
じ
み
の
曲
で
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。

●
夜
空
に
大
輪
の
花
火

　
花
火
は
第
１
部
と
２
部
に

分
け
て
打
ち
上
げ
が
行
わ

れ
、
夜
空
一
面
に
広
が
る

花
火
の
華
や
か
さ
と
、
迫
力

に
「
き
れ
い
」「
す
ご
い
」
な

ど
の
歓
声
が
響
き
ま
し
た
。

　
帰
省
中
の
方
々
と
の
昔

話
や
、
舞
台
演
芸
、
最
後

に
は
大
輪
の
華
と
、
ご
来

場
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
さ

ん
に
と
っ
て
夏
の
思
い
出

に
残
る
お
祭
り
と
な
っ
た

こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
花
火
は
、
村
内
外
事
業

所
、
村
民
の
皆
さ
ま
か
ら

の
募
金
に
よ
り
実
施
が
で

き
て
い
ま
す
。
ご
賛
同
を

い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
に
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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敬
老
の
日
を
迎
え
ら
れ
た
皆
さ
ま
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　
魚
梁
瀬
地
区
敬
老
会
を
９
月
19
日
に
、
馬
路
地
区
敬
老
会
を
25

日
に
そ
れ
ぞ
れ
開
催
し
、
両
会
場
合
わ
せ
て
54
人
の
方
々
に
参
加
い

た
だ
き
ま
し
た
。
本
村
の
75
歳
以
上
の
高
齢
者
は
馬
路
地
区
164
人
、

魚
梁
瀬
地
区
41
人
（
令
和
７
年
６
月
末
時
点
）
と
な
って
い
ま
す
。

　
昨
年
に
引
き
続
き
「
食
」
を
大
き
な
テ
ー
マ
と
し
、両
会
場
で
「
お

食
事
会
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
魚
梁
瀬
地
区
で
は
、「
魚
梁
瀬
盛

り
上
げ
隊
ふ
う
の
木
」
の
皆
さ
ん
が
鯛
の
カ
ル
パッ
チ
ョ
や
魚
梁
瀬
産

松
茸
ご
飯
等
を
、
馬
路
地
区
で
は
、
馬
路
出
身
で
「
ゆ
ず
居
酒
屋

と
う
ち
ゃ
ん
や
」
大
将
の
東
谷
庸
生
氏
に
よ
る
カ
ツ
オ
柚
子
た
た
き

や
、
手
作
り
コ
ロッ
ケ
等
を
そ
れ
ぞ
れ
提
供
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

い
ず
れ
の
地
区
に
お
い
て
も
、
時
間
いっ
ぱ
い
ま
で
多
く
の
方
が
歓
談

し
、
料
理
を
楽
し
む
姿
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

　
ま
た
、
保
育
園
児
や
小
中
学
生
に
加
え
、
特
別
ゲ
ス
ト
に
よ
る
演

芸
も
披
露
さ
れ
、
会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
来
年
度
も
皆
さ
ま
の
ご
参
加
を
、
心
よ
り
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

祝
　
歳  

喜
寿
（
77
歳
）

傘
寿
（
80
歳
）

米
寿
（
88
歳
）

卒
寿
（
90
歳
）

白
寿
（
99
歳
）

祝
金
額

１
万
円

２
万
円

３
万
円

５
万
円

10
万
円

 
 

 
 

対
象
者

14
人

9
人

6
人

7
人

0
人

祝祝

魚　梁　瀬　会　場魚　梁　瀬　会　場

馬　　路　　会　　場馬　　路　　会　　場

演
題

『
笑
っ
て
元
気
！

　落
語
と
笑
い
ヨ
ガ
』

高
知
大
学
医
学
部

学
生
に
よ
る
○×

ク
イ
ズ
！！
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赤
ち
ゃ
ん
万
歳

伊藤　羽音さん（相名）
　　令和6年10月23日生
（保護者　伊藤裕隆さん・真由美さん）

 いとう　     う   た

　
み
な
さ
ん
初
め
ま
し
て
伊
藤
羽
音
で
す
。

　
チ
ャ
ー
ム
ポ
イ
ン
ト
は
落
ち
そ
う
な
ほ
っ
ぺ
た
で
す
！
竹
音
お
兄
ち
ゃ
ん

の
こ
と
が
大
好
き
で
、
一
緒
に
遊
ぶ
の
が
と
て
も
楽
し
い
で
す
。特
に
お
兄
ち

ゃ
ん
が
歌
っ
て
く
れ
る
と
ノ
リ
ノ
リ
で
踊
っ
て
拍
手
も
し
ち
ゃ
い
ま
す
！

　
初
め
て
の
場
所
で
も
人
で
も
平
気
で
、
誰
に
抱
っ
こ
さ
れ
て
も
ニ
コ
ニ
コ
ご

機
嫌
な
の
で
、私
を
抱
っ
こ
し
て
く
れ
る
人
は
大
歓
迎
で
す
！
会
っ
た
ら
ぜ
ひ

抱
っ
こ
し
て
く
だ
さ
い
ね
。

キラキラと笑
顔かがやく

うまじっこ

乳児プール、大プールそれぞれの
年齢に合わせた広さ、水量を考慮
しながら水遊びを楽しみました！

職員体制を整え
て安全に遊んで
います。

この石の
下に

さかなお
る！

先生にか
け

ちゃお！

おるね！

えい！

たのしい～

追
い
か
け
っ
こ
や

宝
探
し
を
友
達

と
一
緒
に
し
た
よ

浮
い
た
り
潜
っ
た
り

自
分
な
り
に
挑
戦
！

夏の遊び満喫しました !!

ワニさんしたよ プールのベッド！？

たらいやプールに入ってみたよ こんなことできるよ

大
プ
ー
ル
を
体
験
！

潜
っ
た
り
流
れ
を

感
じ
た
り…

生
き
物
を
探
し
た
り

捕
ま
え
た
り…

うまなびに行って人形劇を
みてきたよ

プールで！川で！
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管理栄養士によるミニ講義リズムに乗って楽しく♪ゆる汗エクササイズ

正しいウォ－キングを学ぼう 歩行年齢・歩行姿勢の測定

10月15日（水）

日　程 テ  ー  マ 内　容

10月29日（水）

　場　所：集会センターうまなび
　時　間： 10：30 ～ 11：30　【受付】10：15 ～
　☆健康機器の測定は受付時間に行います。時間に余裕をもってお早めにお越しください。

　持ち物：タオル、室内履き、水分補給のための飲み物 　　服　装：動きやすい服装

　後期高齢者医療の被保険者を対象とした健康教室を実施しています。今年度第１回目は、歯科衛生士を
講師に迎え各地区のあったかふれあいセンターで、オーラルフレイル（口の虚弱）について学習会を行いました。
定期的な歯科健診の受診や他人との会話により口を動かすことの重要性、オーラルフレイルが認知症の発症リ
スクとなることや正しい入れ歯の手入れなどについてお話を伺いました。
　参加者の皆さまからは、「歯が１本でも抜けると周りの歯も悪くすることに驚いた」「このような話は、歯医者
に限らず定期的に聞きたい」といった感想があり、集いの場への参加と併せ、口腔ケアの意義を改めて認識
する機会となりました。
　第 2回については、管理栄養士による栄養をテーマにした学習会を1月に実施する予定です。

　後期高齢者の健康教室

第2回健康教室実施予定
（各地区あったかふれあいセンターにて実施します）

　　1月20日（火）　13：30～　東川地区
　　1月21日（水）　13：30～　朝日出地区
　　1月29日（木）　10：15～　影地区
　　1月30日（金）　13：00～　魚梁瀬地区

　「運動したいけど 1 人だと続かない」「運動の正しい方法がわからない」そんな方も、この機会に
ぜひご参加ください。健康運動指導士から楽しく続けられる運動を学びましょう。
　リズムに乗って楽しく♪ゆる汗エクササイズ、正しいウォ－キング方法を学ぼうなど、開催の都度、
テーマを変えて実施しています。10月は、管理栄養士からのミニ講義と、健康機器を使用し、歩行年
齢や歩行姿勢の測定を行います。
　ご都合に合わせて、参加することができますので、興味のある方はぜひお立ち寄りください。

健康教室のご案内健康教室のご案内カラダ★
リセット

村では、村民の皆さんを対象とした健康教室を開催しています。

■今後の予定

健  康
教  室
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災害などの非常時でも健康を保つために栄養は大切です！

非常食を備蓄していますか？　
　飲料水や非常食の備蓄は３日分、または大規模災害の時は１週間が望ましいとされています。
　飲料水は1人 1日３リットルが目安です。非常食は、できるだけ普段の生活の中で利用している
食品を備えるようにしましょう。

◆小さい子ども（乳幼児、アレルギーを持つ方）
　普段は母乳でも、災害時に備え、母乳の代替としてミルクを用意するとよいでしょう。
　　　アレルギーを持つ方は、アレルギー用食品を多めにストックしておきましょう。
　　　飲料水、哺乳瓶または紙コップ、母乳代替食品（粉ミルク・液体ミルク）、ベビーフード、
　　　離乳食用食器、アレルギー用ミルク・食品、オムツ等　

◆高齢者（持病がある、噛んだり・飲み込みに不安がある方）
　のどの乾きを感じにくくなっています。水は多めに準備しましょう。固いものが噛みにくい方はやわらか
い食品を準備しましょう。持病のお薬がある方は、３日分程度は用意しておきましょう。
　　　介護用食品、缶スープ・ジュース、とろみ剤、使い慣れたスプーン・食器、キッチンバサミ、　
　　　ウエットティッシュ、持病のお薬・お薬手帳等

ご相談は、役場健康福祉課または診療所まで
健康福祉課 TEL：⑧44－2112
馬路診療所 TEL：⑧44－2010

か

か

持病のお薬・お薬手帳 介護用食品

とろみ剤

缶スープ・ジュース

使い慣れた食器

哺乳瓶または紙コップ

離乳食用食器

母乳代替食品
（粉ミルク・液体ミルク）

アレルギー用ミルク・食品

ベビーフード

飲料水
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　ニュージーランドといえば、まず思い浮か
ぶのは「羊」かもしれません。実際、ニュー
ジーランドの人口はおよそ500万人ですが、
羊の数はその何倍もあり、かつては人間一
人あたり十数頭の羊がいるとまでいわれて
いました。現在でも数千万頭が飼育されて
おり、国の象徴的な存在となっています。
　羊はニュージーランド経済にとって非常
に重要な役割を果たしています。羊毛や羊
肉、乳製品は主要な輸出品目であり、特にラ
ム肉は世界中に輸出され、高い評価を得て

います。また、広大な牧草地を利用した牧羊は、観光資源としても人気
があります。牧場を訪れる観光客は、美しい自然と羊の群れを同時に
楽しむことができるのです。
　地方の田舎道を車で走ると、時には数百頭もの羊が道路を横切る
光景に出会うことがあります。道路いっぱいに広がる羊の群れを前
に、車を止めてしばらく待たなければならないことも珍しくありませ
ん。こうした日常の風景は、ニュージーランドの牧歌的な魅力を象徴し
ているといえるでしょう。
　ニュージーランドの羊は、経済的な価値だけでなく、風景や文化の一部
として国民の生活に深く根付いています。

　イングリッシュ・ガーデン
　18世紀、イングリッシュ・ガーデン（または
イングリッシュ・ランドスケープ・ガーデン）
は、長らくヨーロッパ大陸を支配していたフ
ランス式庭園から発展して生まれました。幾
何学的な精密さ、秩序、厳格な配置を重ん
じるフランス式に対し、イングリッシュ・ガー
デンは自然の美しさや自発性、人の手と景
観との深い調和を追求したのです。
　イギリスのなだらかな丘陵や穏やかな

田園風景から着想を得て、庭園は周囲の景観と途切れなくつなが
るように形づくられました。東屋や橋、古典的な彫像などの建築的
要素は、あたかも自然にそこに存在するかのように慎重に配置され
ました。池や小川といった水の要素は、景色を映し出し、庭園の静
けさを一層引き立てる役割を果たしました。
　植栽は、「四季の移ろい」と「絵のような美しさ」を意識して行わ
れました。草花や低木、樹木は、規則的な模様ではなく、一見、偶
然のようなまとまりで配置され、色彩や質感の変化が季節ごとに新
たな驚きをもたらしました。その中でも、バラは特別な存在でし
た。愛や美、さらには国の象徴としても長く親しまれてきたバラは、
香りと彩りだけでなく、象徴的な豊かさを庭に添え、風景にロマン

チックな深みを与えたのです。
　その結果として生まれたのは、牧歌的で詩情にあふれる庭園でした。それは支配や整然さで人を圧倒するも
のではなく、あたかも自然そのものが描いたかのように、人の心に想像力を呼び覚ます風景だったのです。

　

　　ニュージーランドと羊

ALT（外国語指導助手）
ジョーンズ・ジョセフ

（Jones Joseph Robert Michael）

CIR（国際交流員）
ヒパンゴ・ウィレム
（Hipango Wiremu Kingi）

ALT（外国語指導助手） ＆ CIR（国際交流員） コーナー

▲ウィンザー城王室の居城

▲現在の家に合うイングリッシュガーデン

▲友人の牧場で飼育されている羊と豚

▲車場を使い牧場間を移動する羊たち
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問い合わせ先：中芸のゆずと森林鉄道日本遺産協議会事務局
（安田町役場日本遺産推進室内）
☎：0887－30－1865　　FAX：0887－30－1866
メール：yuzurintetsu＠mk.pikara.ne.jp
H　 P：https://yuzuroad.jp/ 「ゆずとりんてつ」で検索

　ゆずFeSは、「日本遺産に認定された中芸地域の魅力を地域内外の方々により知ってもらいたい！」と、中
芸地域を愛する案内人が中芸地域を舞台にした体験プログラムを実施するイベントです。今年は９月２７日
（土）から１1月29日（土）までの間に14プログラムを実施します。毎年人気のゆず収穫体験から日帰りサウ
ナ体験やアクリル絵画作りなど、新しいプログラムも目白押しです。10月にはぷっくりした立体感が魅力
のアクリル絵の具でのアート作り体験、１１月には馬路村でのゆず収穫体験、奈半利町の1棟貸しのプライ
ベートヴィラで作るオリジナル調味料づくりワークショップ、安田町の大心劇場での日本遺産映像上映・ト
ークショー・ライブ演奏などが開催されます。
　詳細は、協議会ホームページ「日本遺産ゆずとりんてつ」の「お知らせ」からご確認ください。いずれのプ
ログラムも申し込みが必要ですので、参加したい方は「お知らせ」に記載の専用ページから、もしくは協議
会へのお電話でお申し込みください。

【中芸みんなの日本遺産体験博「ゆず FeS」を今年も開催します！】

～中芸地域の日本遺産魅力発信便り vol. 98 ～
日本遺産　第 3号認定　登録番号 051

中芸のゆずと森林鉄道日本遺産協議会

馬路村でのゆず収穫体験
（前回）

プライベートヴィラで作るオリジナル調味料づくり
（イメージ） 

大心劇場での上映・トークショー・ライブ
（イメージ）

アクリル画体験のイメージ作品 びわの葉で作るセルフケアアイテム
（イメージ）

・Facebook・HP ・Instagram ・ガイドコース
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10月・11月 むらの行事予定10月・11月 むらの行事予定
11　　月

1 土

2 日 第17回ゆずはじまる祭

3 月 文化の日

4 火 有害物収集

5 水 乳児健診（奈半利町防災センター）

6 木

7 金 第10回中芸地区小中学校連合音楽会
（田野町ふれあいセンター）

8 土

9 日

10 月

11 火 起震車体験　馬路小・中学校10：00〜／魚梁瀬小・中学校13：25〜
リサイクル収集

12 水

13 木

14 金 　　　　　　　　古紙回収（魚梁瀬）

15 土

16 日

17 月

18 火 馬路中学校ゆずとりボランティア／馬路式お弁当の日
魚梁瀬体育会秋季ビーチバレーボール大会（魚梁瀬体育館）

19 水 １歳６カ月・３歳児健診（奈半利町防災センター）

20 木

21 金

22 土

23 日 勤労感謝の日

24 月 振替休日

25 火 高知県立移動図書館巡回（集会センターうまなび）10：40～11：30
英会話教室（集会センターうまなび）19：30〜20：30　リサイクル収集

26 水

27 木

28 金 古紙回収（馬路）

29 土

30 日

人　　口
月中異動

増　　加 減　　少 現在
人口合計出生 転入 職権 計 死亡 転出 職権 計

8　月 0 1 0 1 1 5 0 6 743
9　月 0 0 0 0 1 1 0 2 741

馬路村特別村民  12,592 人
（9月30日現在）

馬　路　608 人、  309 世帯
魚梁瀬　133 人、　 82 世帯
　（外国人含む）

10　　月
1 水

2 木

3 金

4 土 魚梁瀬地区一斉清掃

5 日 どっぷり！馬路村 Pop up Festa（高知市）

6 月 馬路村合同学習会

7 火 有害物収集

8 水 乳児健診（奈半利町防災センター）

9 木 馬路地区スカッシュバレーボール大会（馬路体育館）
高知県立移動図書巡回（魚梁瀬多目的施設）11：10～11：50

10 金 行政相談所（集会センターうまなび）10：00～12：00
人権相談所（集会センターうまなび）10：00～15：00

古紙回収（魚梁瀬）

11 土 魚梁瀬小中学校道徳参観日
魚梁瀬山の学校留学制度オープンスクール

12 日 馬路地区村民運動会（馬路村民運動場）

13 月 スポーツの日

14 火 リサイクル収集

15 水

16 木 馬路地区 PTA ストレッチ教室 17：30 ～ 18：30
（馬路体育館）魚梁瀬地区体力テスト（魚梁瀬体育館）

17 金

18 土 馬路保育所運動会（馬路体育館）／安芸地区中学校
駅伝競走大会／魚梁瀬熊野神社秋の例大祭

19 日 馬路地区一斉清掃

20 月

21 火

22 水 馬路地区体力テスト（馬路体育館）

23 木

24 金 ふれあいミニコンサート15：00～（馬路体育館）    古紙回収（馬路）

25 土 魚梁瀬地区60周年記念イベント・ふれあいコンサート（魚梁瀬多目的施設）
武政健夫ガラス彫刻展（～27日）（集会センターうまなび）

26 日 第53回馬路村文化祭9：00 ～ 16：00
（集会センターうまなび）

27 月 第53回馬路村文化祭　作品展示9：00 ～ 18：00

28 火 スカッシュバレーボール大会（魚梁瀬体育館）／馬路式お弁当の日
英会話教室（集会センターうまなび）1９：30〜20：30　  リサイクル収集

29 水

30 木

31 金
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村内あちらこちら

9月

8月

編集発行 

▲

馬路村教育委員会
住所 〒781-6201 高知県安芸郡馬路村大字馬路443

ＴＥＬ  ０８８７－４４－２２１６  ＦＡＸ ０８８７－４２－１０１０

Ｅ‐ｍａｉｌ  ｋｙｏｕｉｋｕ＠ｖｉｌｌ．ｕｍａｊｉ．ｋｏｃｈｉ．ｊｐ

印     刷 

▲

株式会社 高知新聞総合印刷

 １ 日 村内小中学校始業式
13日 第41回馬路おしどりマラソン大会前夜祭
 （馬路温泉）
14日 第41回馬路おしどりマラソン大会（馬路温泉）
19日 魚梁瀬地区敬老会（魚梁瀬多目的施設）
24～27日　シン・家庭医道場iｎ馬路村
25日　馬路地区敬老会（集会センターうまなび）
27日 魚梁瀬小中・魚梁瀬地区合同大運動会
　　　　　　　　　　　（魚梁瀬小中学校運動場）

 3 日 中芸消防大会（田野町）
8～９日　半熟たまご塾（集会センターうまなび）
10日 魚梁瀬木工体験イベント

（集落活動センターやなせ）
12日 夏休み体験教室「植木鉢風りん作り」
 （集会センターうまなび）　
15日  馬路納涼祭（馬路温泉駐車場）
18日 人形劇「りょう太と鬼の子キバ」
 （集会センターうまなび）
 夏休み体験教室「ウナギの生態と川の調査探検」
 （集会センターうまなび）
21日 夏休み体験教室「折り紙で学ぶ算数・数学」

（集会センターうまなび）
27日 朝日出山大杉祈願祭
29日 魚梁瀬地区ソフトボール大会

（魚梁瀬小中学校運動場）

9月24～27日　シン・家庭医道場iｎ馬路村

8月8～９日　半熟たまご塾（集会センターうまなび）

8月10日　魚梁瀬木工体験イベント（集落活動センターやなせ）

8月18日　人形劇「りょう太と鬼の子キバ」（集会センターうまなび）

9月27日　魚梁瀬小中・魚梁瀬地区合同大運動会
　　　　　　　　　　　（魚梁瀬小中学校運動場）
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